
Ⅱ.３．ＦＤ活動、受賞等  

 

○ＦＤ活動 

 

＜言語文化専攻＞ 

・ オンライン授業の情報共有についての検討（中国語部会）：令和 2 年 4 月 9 日（教員交流室Ⅱ

（露中朝））、参加人数 4 

・ 英語アカデミックプレゼンテーションの成功要因を探る－英語母語話者の理系研究者から得

た知見－（マルチリンガル教育センター）：令和 2 年 9 月 25日（オンライン（Zoom））、参加

人数 18 

・ 「本当」のコードスイッチングとは？（マルチリンガル教育センター）：令和 2 年 10 月 8 日

（オンライン（Zoom））、参加人数 15 

・ グローバル化時代における言語教育と言語教師の成長―「ポスト教授法」時代の言語教師とそ

の支援方法を考える―（マルチリンガル教育センター）：令和 2 年 11 月 5 日（オンライン

（Zoom））、参加人数 27 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 11月 19日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 11月 27日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 11月 28日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 1 日（オンライン

（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 3 日（オンライン

（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 10日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 17日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テストの施行方法の検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 24日（オンライ

ン（Zoom））、参加人数 9 

・ フランス語共通テスト問題検討（フランス語部会）：令和 2年 12月 24日（フランス語教員交

流室）、参加人数 5 

・ 授業形態についての再検討（ラテン語）使用教材についての再検討（ギリシャ語）（古典語部

会）：令和 3年 2月 4日（平山研究室（B406））、参加人数 1 

・ コロナ下における効率的かつ人間的な授業のありよう、遠隔教育改善方法の検討（ロシア語部

会）：令和 3年 2月 18 日（ヨコタ村上孝之研究室（B324））、参加人数 2 

・ 英語アカデミックプレゼンテーションを成功させる技術―研究を基盤とした実践的手法 ―

（マルチリンガル教育センター）：令和 3年 3月 19日（オンライン（Zoom））、参加人数 62 



・ 総合英語（Academic Skills）教育実践のワークショップ（英語部会）：令和 3年 3月 25日（オ

ンライン（Zoom））、参加人数 31 

 

＜言語社会専攻／日本語・日本文化専攻＞ 

・ なし 

 

 

○国立七大学外国語教育連絡協議会 

 

国立七大学（北大、東北大、東大、名大、京大、阪大、九大）外国語教育連絡協議会に参加した

（令和 2年 11月 13日（金）、名古屋大学にて開催予定だったが、コロナ禍の影響によりオンライ

ンでの開催）。なお、今回、シンポジウムについては不開催だった。連絡協議会では、名古屋大学

が提案した協議事項「ポストコロナの外国語教育：2020 年度前期を振り返って今後を展望する」

の下、各大学が 2020年度前期のメディア授業及び今後の展望について報告し、広く意見交換を行

った。大阪大学からは、まず、小口一郎マルチリンガル教育センターマルチリンガル教育開発オ

フィス長が 2020年度前期の Zoomによる同期型授業の実践報告、およびオンライン試験の実践と

展望について説明し、そのあと、森祐司マルチリンガル教育センター長がポストコロナの時代に

大阪大学が目指す「ブレンデッド教育」について説明した。 

 

 

○人権問題への取り組み 

 

＜言語文化専攻＞ 

・ 教職員対象キャンパス・ハラスメント防止研修会 

日時：令和 2年 11月 19日（木）15:10～15:40 

会場：大阪大学会館アセンブリー・ホール 

講師：山崎 暁子 氏（大阪大学ハラスメント相談室 教授） 

テーマ：「ハラスメントのないキャンパスに向けて」 

主催：言語文化研究科言語文化専攻キャンパス・ハラスメント問題小委員会 

 

＜言語社会専攻／日本語・日本文化専攻＞ 

・ 該当なし 

 

 

○受賞 

 

＜言語文化専攻＞  

平成 30年度 

・ 日本アメリカ文学会賞：里内 克巳 教授 

令和元年度  



・ 日本翻訳大賞：木原 善彦 教授 

・ 大阪大学賞（教育貢献部門）：日野 信行 教授 

令和 2年度 

・ 大阪大学賞（教育貢献部門）：小口 一郎 教授、田中 美津子 講師、三木 訓子 助教 

・ 外国語教育メディア学会教材開発賞：今尾 康裕 准教授 

・ 第 17回（令和 2年度）日本学術振興会賞：三浦 あゆみ 准教授 

・ 第 17回（令和 2年度）日本学士院学術奨励賞：三浦 あゆみ 准教授 

・ 大阪大学総長特別表彰：三浦 あゆみ 准教授 

 

＜言語社会専攻＞ 

平成 30年度 

・ 大阪大学賞（教育貢献部門）：横井 幸子 准教授 

・ 情報処理学会 特選論文 受賞 鈴木 慎吾 講師 

 


